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１．はじめに 

⑴「きっかけ主義」と「なりゆき主義」（塩原 2017） 

⑵「あたりまえを疑う」思考としての社会学（好井 2006） 

・「社会現象」を理解する際の自明性の問い直し 

⑶「価値観の共有」という自明性 

⑷「マスキュラー・リベラリズム」：「リベラルな価値観」の「強要」の帰結 

⑸なぜ、わたしたちはそれを自明視しがちなのか？ 

 

２．「価値観をもっている」とはどういうことか？ 

⑴「境界画定的存在」という個人化された自己観（ガーゲン 2020） 

 ・あらかじめ内在する「価値観」を通じたコミュニケーション 

⑵移民への「誤った呼びかけ」（Hage 2015） 

 ・私たちはいつ、どのように「他者の価値観」を知るのか？ 

⑶「社会的なものの社会学」（ラトゥール 2019）と「境界画定的存在」としての自己 

 ・その帰結としての「境界の拡張」としての社会（集団）（ガーゲン 2020） 

⑷排外主義的ナショナリズムとレイシズム（Shiobara et al. eds. 2019） 

 ・二級市民化と予めの排除の正当化／リベラリズムとの共謀 

 

３．「連関の多文化主義／つながりとしての共生」の構想 

⑴「連関の社会学」と ANT（ラトゥール） 

・「社会」から「つながり」へ 

⑵「関係規定的存在」「変幻自在的存在」としての自己（ガーゲン 2020） 

 ・関係性を変化させる「対話」による、共生可能な「現実」の創造 

  →「共生」の社会構成主義的再規定？ 

 

４．ことばで社会を再構成する 

⑴社会構成主義（ガーゲン 2020） 

⑵そのささやかな試みとしての「言い換え」 

 ①「外国人」から「移民」へ 

  →「よそ者」（徳田 2020）からシティズンシップの主体へ 

 ②「移民」から「移住者」へ（塩原 2019） 

  → “migrants” 、「地方創生」言説、移住経験の連続性、「定住者／移住者」の脱構築 
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 ③「〇〇難民」という慣用表現（小池 2020）？ 

  →「加害者／加担者」としてのわれわれ（小手川 2020）／われわれの延長線上にある

かれら？ 
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